
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、本県の肉牛経営では一貫農家を

中心に多頭化が進み、それに伴う哺乳ロ

ボットの需要が増加しています。哺乳ロ

ボットの特徴には、哺乳作業の自動化に

よる労働力の軽減、代用乳の給与量、給

与回数、給与日数の設定ができるといっ

た点が挙げられます。 

 一方で、哺乳ロボットの利用方法につ

いては生産者毎に異なっており、生産性

を高める最適な利用方法は定められていません。 

 そこで、本試験では、哺乳ロボットを利用し、より生産性を高める効率的な哺育管理技術

の検討を目的としました。 

 

 本試験では、1)哺乳回数・期間の違い

による発育比較、2)育成期（300 日齢ま

で）の発育比較、3)哺育期の飼料コスト

の比較の3つの項目について検証しまし

た。 

 

 

 

 



 本試験での対照区と試験区について、 

対照区は当課での慣行の給与法で、1 回

あたり 2.5L 給与し、朝夕の 2 回、計 5L

給与を 90日齢まで行います。 

試験区は、対照区から哺乳量は変えず

に哺乳回数を 1 日 7 回とした 90 日多回

区、哺乳期間を 60 日に短縮する代わり

に哺乳量を 1.4 倍にした 60 日短縮区を

設け、少量多回給与による固形飼料の利

用効率と飼料摂取量への影響や、早期哺 

乳による効果の検証を行いました。 

 

 

 

 こちらのスライドに示している表は、

前のスライドで示した対照区、試験区の

代用乳給与方法の詳細についてです。今

回の試験の供試牛については、試験期間

中に当課で生まれた子牛の性別に偏り

がみられたため、雌のみを供試していま

す。 

また、各区の生時体重について有意差

は見られませんでした。 

 

 

 

 

1)哺乳回数・期間の違いによる発育比

較の調査項目についてです。 

① の発育成績は、体重、体高、胸囲を調

査し、30 日齢、60 日齢、90 日齢での補

正値を算出しました。②の血液正常はグ

ルコースとコレステロールを調査し、30

日毎に 4 つの区間に分け、平均値を算出

しました。 



哺育期の発育成績についての結果で

す。それぞれの日齢での補正値を比較し

た結果、補正体重と補正体高に差は見ら

れませんでした。補正胸囲については、

60 日齢時点で 60 日短縮区が 90 日多回

区よりも有意に大きいという結果にな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 血液性状の結果について、こちらのス

ライドはグルコースの結果になります。 

グラフ中の 0~30 日齢の区間での対照区

の値については、対照区の n 数が２と少

なかったことから統計処理を実施して

おりません。 

その他の区間について比較した結果。

有意差は見られず、値に関しても概ね正

常の範囲内で推移していました。 

 

 

 

 

 

 こちらのスライドはコレステロール

の結果になります。コレステロールの値

についても前のスライドのグルコース

と同様に有意差は見られず、概ね正常の

範囲内で推移していました。 

 これら血液性状の結果より今回の試

験での代用乳の給与方法・給与期間の違

いによる子牛の栄養状態に差は無い可

能性が示されました。 



 続いて2)の育成期(300日齢まで)の発

育比較の方法について説明します。 

 試験における条件は、ドアフィーダー

を用いた牛房での群飼とありますが、ド

アフィーダーにより群飼の場合でも個

体毎に餌の管理ができるようにしてい

ます。試験設計については、人工乳を上

限の 3kg/日から漸減し、育成配合を上限

の 4kg/日まで漸増しました。チモシーは

採食量に応じて上限を 4kg/日としまし

た。試験期間は 90 日齢以降で、300 日齢までとしました。調査項目については体重、体高、

胸囲で、こちらに関しても 120 日、210 日、300 日での補正値を算出しました。 

 

 

 こちらのスライドは、育成期の発育成

績についての結果を示しています。結果

としては、いずれの調査項目においても

差は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、3)哺育期の飼料コストの比較

について、方法を説明します。 

 本試験における飼料コストは、代用乳

と固形飼料（人工乳、チモシー）の 90 日

齢までの推定摂取量から算出しました。 

なお、飼料単価については令和 6年 12月

時点の単価を用いました。 

 

 



 こちらのスライドは、哺育期の飼料コ

ストの比較の結果を示しています。 

なお、90日多回区については、データに

不備が見られたため未掲載としました。 

対照区と 60 日短縮区で比較した結果、

飼料の摂取栄養量は 60 日短縮区がやや

上回ったものの、飼料コストに関しては

同程度という結果になりました。 

 

 

 

 

 

 本試験のまとめです。結果より、哺育

期間を短縮しても発育や栄養状態に差

は見られませんでした。飼料コストに関

しても同程度だったことから、哺育スペ

ースに応じた代用乳給与期間の調整や、

体格差に応じた適切な代用乳給与水準

の設定が重要であるとわかりました。ま

た、飼料の摂取栄養量も同程度だったこ

とについて、早期に固形飼料主体への切

り替えによる、胃袋の発達への影響を検

討する必要があります。 

 以上より、効率的な哺乳ロボットの運用方法については、引き続き検討し、技術の普及に

向けた取り組みを進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 


